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Cisco UCS Managerスタートアップガイドの概要
このガイドでは、CiscoUnified Computing System（CiscoUCS）の重要事項、CiscoUCSManager
の初期設定の手順、およびベストプラクティスについて概要を説明します。次の表に、このガ

イドの全体を要約します。

説明章

CiscoUCSアーキテクチャの概念の説明。Ciscoファブリックイ
ンターコネクト、I/Oモジュール、キーサーバのコンポーネン
ト、Cisco UCS Centralの概要など。

概要

CiscoUCSManagerの初期設定に関係するハードウェア、ブラウ
ザ、ポートの要件。

システム要件
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説明章

次の順序による初期設定のワークフロー。

1. コンソールの設定

2. 管理ポリシーの設定

3. 機器ポリシーの設定

4. ユニファイドポートの設定

5. ファブリックインターコネクトサーバポートの設定

6. LAN接続の設定

7. SAN接続の設定

8. ワークロードの定義

初期設定

推奨事項、ベストプラクティス、設定例、および用語。付録

Cisco UCS Managerユーザマニュアル
Cisco UCS Managerでは、次の表に示す、使用例を基本とした従来よりもコンパクトな新しい
マニュアルが用意されています。

説明ガイド

Cisco UCSアーキテクチャのほか、Cisco
UCSManagerの初期設定や構成のベストプ
ラクティスなど、稼働前に必要な操作につ

いて説明しています。

Cisco UCS Manager Getting Started Guide

パスワード管理、ロールベースアクセスの

設定、リモート認証、通信サービス、CIMC
セッション管理、組織、バックアップと復

元、スケジューリングオプション、BIOS
トークン、および遅延展開について説明し

ています。

『Cisco UCS Manager Administration Guide』

CiscoUCSManagerによって使用および管理
される物理インフラストラクチャと仮想イ

ンフラストラクチャのコンポーネントにつ

いて説明します。

CiscoUCSManager InfrastructureManagement Guide
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Getting-Started/4-0/b_UCSM_Getting_Started_Guide_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Admin-Management/4-0/b_Cisco_UCS_Admin_Mgmt_Guide_4-0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Infrastructure-Mgmt/4-0/b_UCSM_GUI_Infrastructure_Management_Guide_4_0.html


説明ガイド

ファームウェアのダウンロードと管理、自

動インストールによるアップグレード、

サービスプロファイルによるアップグレー

ド、ファームウェアの自動同期によるエン

ドポイントでの直接アップグレード、機能

カタログの管理、展開シナリオ、およびト

ラブルシューティングについて説明してい

ます。

『Cisco UCS Manager Firmware Management
Guide』

新しいランセンス、Cisco UCSドメインへ
のCisco UCSCentralの登録、パワーキャッ
ピング、サーバブート、サーバプロファイ

ル、サーバ関連のポリシーについて説明し

ています。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』

Cisco UCS Managerの SANや VSANなど、
ストレージ管理のあらゆる側面について説

明しています。

『Cisco UCSManager StorageManagement Guide』

Cisco UCSManagerの LANやVLAN接続な
ど、ネットワーク管理のあらゆる側面につ

いて説明しています。

『CiscoUCSManagerNetworkManagementGuide』

CiscoUCSManagerにおける、システム統計
を含むシステムおよびヘルスモニタリング

のあらゆる側面について説明しています。

『Cisco UCS Manager System Monitoring Guide』

Cisco UCS Managerを使用して管理される
UCS Sシリーズサーバの管理のあらゆる側
面について説明しています。

Cisco UCS S3260サーバと Cisco UCS Managerと
の統合

Cisco Unified Computing Systemの基本事項

Cisco Unified Computing Systemの概要
CiscoUCSはユニークなアーキテクチャを搭載しており、コンピューティング、データネット
ワークアクセス、およびストレージネットワークアクセスを、一括管理インターフェイス内

の共通コンポーネントセットに統合します。

CiscoUCSは、アクセスレイヤネットワークとサーバを融合します。この高性能次世代サーバ
システムは、作業負荷に対する敏捷性およびスケーラビリティの高いデータセンターを実現し

ます。ハードウェアコンポーネントおよびソフトウェアコンポーネントは、1つの統合ネット
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Firmware-Mgmt/4-0/b_UCSM_GUI_Firmware_Management_Guide_4-0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Firmware-Mgmt/4-0/b_UCSM_GUI_Firmware_Management_Guide_4-0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Server-Mgmt/4-0/b_Cisco_UCS_Manager_Server_Mgmt_Guide_4_0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Storage-Mgmt/4-0/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_4_0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/4-0/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_4_0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/System-Monitoring/4-0/b_UCSM_GUI_System_Monitoring_Guide_4-0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Dense-Storage-Server-Integ-Mgmt/4-0/b_UCSM_3260_Integration_Guide_4_0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Dense-Storage-Server-Integ-Mgmt/4-0/b_UCSM_3260_Integration_Guide_4_0.html


ワークアダプタ上に複数のタイプのデータセンタートラフィックを通過させる、シスコユニ

ファイドファブリックをサポートします。

図 1 : Cisco Unified Computing Systemのアーキテクチャ

アーキテクチャの単純化

Cisco UCSのアーキテクチャを単純化することにより、必要なデバイスの数を削減し、スイッ
チングリソースを中央に集中させることができます。シャーシ内部でのスイッチングを止める

と、ネットワークアクセスレイヤのフラグメンテーションが大きく減少します。Cisco UCS
は、ラック、またはラックのグループでシスコユニファイドファブリックを実装し、10/25/40
ギガビットシスコデータセンターイーサネットリンクおよび Fibre Channel over Ethernet
（FCoE）リンク経由でイーサネットおよびファイバチャネルプロトコルをサポートします。
この徹底的な単純化により、スイッチ、ケーブル、アダプタ、および管理ポイントの最高3分
の 2が削減されます。Cisco UCSドメイン内のデバイスはすべて、1つの管理ドメイン下にと
どまり、冗長コンポーネントの使用中、ハイアベイラビリティを保ちます。

ハイアベイラビリティ

Cisco UCSの管理およびデータプレーンはハイアベイラビリティおよび冗長アクセスレイヤ
ファブリックインターコネクトのために設計されています。さらに、CiscoUCSは、データレ
プリケーションやアプリケーションレベルのクラスタ処理テクノロジーなど、データセンター

に対する既存のハイアベイラビリティおよびディザスタリカバリソリューションをサポート

します。

拡張性

単一のCisco UCSドメインは、複数のシャーシおよびそれらのサーバをサポートします。それ
らはすべて、1つの Cisco UCS Managerを介して管理されます。スケーラビリティの詳細につ
いては、シスコの担当者にお問い合わせください。
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柔軟性

Cisco UCSドメインでは、データセンターのコンピューティングリソースを、急速に変化する
ビジネス要件にすばやく合せることができます。この柔軟性を組み込むかどうかは、ステート

レスコンピューティング機能の完全な実装が選択されているかどうかによって決定されます。

必要に応じて、サーバやその他のシステムリソースのプールを適用し、作業負荷の変動への対

応、新しいアプリケーションのサポート、既存のソフトウェアおよびビジネスサービスの拡

張、スケジュール済みのダウンタイムおよび予定されていないダウンタイムの両方への適応を

行うことができます。サーバの IDは、最小のダウンタイムで、追加のネットワーク構成を行
わずにサーバからサーバへ移動できるモバイルサービスプロファイルに抽象化することがで

きます。

このレベルの柔軟性により、サーバの IDを変更したり、サーバ、ローカルエリアネットワー
ク（LAN）、または Storage Area Network（SAN）を再設定したりせずに、すばやく、簡単に
サーバの容量を拡張することができます。メンテナンスウィンドウでは、次の操作をすばやく

行うことができます。

•予測していなかった作業負荷要求に対応し、リソースとトラフィックのバランスを取り戻
すために新しいサーバを導入します。

•あるサーバでデータベース管理システムなどのアプリケーションをシャットダウンし、I/O
容量とメモリリソースを拡張した別のサーバでこれを再度起動します。

サーバ仮想化に向けた最適化

Cisco UCSは、VM-FEXテクノロジーを実装するために最適化されています。このテクノロ
ジーは、より優れたポリシーベースの設定とセキュリティ、会社の運用モデルとの適合、

VMwareのVMotionへの順応など、サーバ仮想化に対してより優れたサポートを実現します。

ユニファイドファブリック

ユニファイドファブリックを使用すると、単一のデータセンターイーサネット（DCE）ネッ
トワーク上で複数の種類のデータセンタートラフィックを行き来させることができます。さま

ざまな一連のホストバスアダプタ（HBA）およびネットワークインターフェイスカード
（NIC）をサーバに搭載させる代わりに、ユニファイドファブリックは統合された単一のネッ
トワークアダプタを使用します。このタイプのアダプタは、LANおよび SANのトラフィック
を同一のケーブルで運ぶことができます。

Cisco UCSは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）を使用して、ファブリックインターコネク
トとサーバ間をつなぐ同一の物理イーサネット接続でファイバチャネルおよびイーサネットの

トラフィックを運びます。この接続はサーバ上の統合されたネットワークアダプタで終端し、

ユニファイドファブリックはファブリックインターコネクトのアップリンクポートで終端し

ます。コアネットワークでは、LANおよび SANのトラフィックは分かれたままです。Cisco
UCSでは、データセンター全体でユニファイドファブリックを実装する必要はありません。

統合されたネットワークアダプタは、オペレーティングシステムに対してイーサネットイン

ターフェイスおよびファイバチャネルインターフェイスを提示します。サーバ側では、標準
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のファイバチャネル HBAを確認しているため、オペレーティングシステムは FCoEのカプセ
ル化を認識していません。

ファブリックインターコネクトでは、サーバ側イーサネットポートでイーサネットおよびファ

イバチャネルのトラフィックを受信します。（フレームを区別するEthertypeを使用する）ファ
ブリックインターコネクトは、2つのトラフィックの種類に分かれます。イーサネットフレー
ムおよびファイバチャネルフレームは、それぞれのアップリンクインターフェイスにスイッ

チされます。

Fibre Channel over Ethernet

Cisco UCSは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）標準プロトコルを使用して、ファイバチャ
ネルを提供します。上部のファイバチャネルレイヤは同じであるため、ファイバチャネル動

作モデルが維持されます。FCoEネットワーク管理と設定は、ネイティブのファイバチャネル
ネットワークと同様です。

FCoEは、物理イーサネットリンク上のファイバチャネルトラフィックをカプセル化します。
FCoEは専用のイーサタイプ 0x8906を使用して、イーサネット上でカプセル化されるため、
FCoEトラフィックと標準イーサネットトラフィックは同じリンク上で処理できます。FCoE
は ANSI T11標準委員会によって標準化されています。

ファイバチャネルトラフィックには、ロスレストランスポート層が必要です。ネイティブ

ファイバチャネルが使用するバッファ間クレジットシステムの代わりに、FCoEはイーサネッ
トリンクを使用して、ロスレスサービスを実装します。

ファブリックインターコネクト上のイーサネットリンクは、2つのメカニズムを使用して、
FCoEトラフィックのロスレストランスポートを保証します。

•リンクレベルフロー制御

•プライオリティフロー制御

リンクレベルフロー制御

IEEE 802.3xリンクレベルフロー制御では、輻輳の発生している受信側からエンドポイントに
対して、少しの間、データの送信を一時停止するように信号を送ることができます。このリン

クレベルフロー制御では、リンク上のすべてのトラフィックが一時停止します。

送受信方向は個別に設定できます。デフォルトでは、リンクレベルフロー制御は両方向でディ

セーブルです。

各イーサネットインターフェイスで、ファブリックインターコネクトは、プライオリティフ

ロー制御、またはリンクレベルフロー制御のいずれかをイネーブルにできます。両方をイネー

ブルにはできません。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectのインターフェイスではプライオリティフロー制御（PFC)
管理を自動として設定され、リンクレベルフロー制御 (LLFC)管理がオンのとき、ー制御 (PFC)
adminには、PFCオペレーションモードはオフおよびLLFCオペレーションモードはオンにな
ります。UCS 6300シリーズおよび以前のファブリックインターコネクトで、同じ設定で PFC
オペレーションモードがオンになっていて、LLFCオペレーションモードがオフになる結果に
なります。
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プライオリティフロー制御

プライオリティフロー制御（PFC）機能は、イーサネットリンク上の特定のトラフィックク
ラスにポーズ機能を適用します。たとえば、PFCは FCoEトラフィックにロスレスサービス
を、標準イーサネットトラフィックにベストエフォートサービスを提供します。PFCは、
（IEEE 802.1pトラフィッククラスを使用して）特定のイーサネットトラフィッククラスに、
さまざまなレベルのサービスを提供することができます。

PFCは、IEEE802.1pのCoS値に基づき、ポーズを適用するかどうかを判断します。ファブリッ
クインターコネクトは、PFCをイネーブルにするときに、特定のCoS値を持つパケットにポー
ズ機能を適用するように、接続されたアダプタを設定します。

デフォルトでは、ファブリックインターコネクトは、PFC機能をイネーブルにするかどうか
のネゴシエーションを行います。ネゴシエーションに成功すると、PFCがイネーブルにされま
すが、リンクレベルフロー制御は（設定値に関係なく）ディセーブルのままです。PFCネゴ
シエーションに失敗した場合は、PFCをインターフェイスで強制的にイネーブルにするか、
IEEE 802.xリンクレベルフロー制御をイネーブルにできます。

Cisco UCSのビルディングブロックと接続
図 2 : Cisco UCSのビルディングブロックと接続

上の図に示すように、Cisco UCSには、以下の主要コンポーネントが含まれます。
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• Cisco UCS Manager：Cisco UCSの集中管理インターフェイスです。Cisco UCS Managerの
詳細については、『Cisco UCS Manager Getting Started Guide』の「Introduction to Cisco UCS
Manager」を参照してください

• Cisco UCSファブリックインターコネクト（FI）：Cisco UCSの展開における中核的なコ
ンポーネント。Cisco UCSシステムに対してネットワーク接続と管理機能の両方を提供し
ます。Cisco UCSファブリックインターコネクトは Cisco UCS Manager管理ソフトウェア
を実行し、以下のコンポーネントで構成されます。

• Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect、、Cisco UCS 6332シリーズファブリックインター
コネクト、Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクト、および Cisco
UCS Mini

•ネットワークおよびストレージ接続のためのトランシーバ

•さまざまなファブリックインターコネクト用の拡張モジュール

• Cisco UCS Managerソフトウェア

Cisco UCSファブリックインターコネクトの詳細については、Cisco UCSファブリックイ
ンフラストラクチャポートフォリオ（9ページ）を参照してください。

• Cisco UCS I/Oモジュールおよび Cisco UCSファブリックエクステンダ：IOMモジュール
は、CiscoFEXモジュール、または単にFEXモジュールとも呼ばれます。これらのモジュー
ルは、Cisco Nexus Seriesスイッチに対するリモートラインカードと同様、FIに対するラ
インカードとして機能します。IOMモジュールは、ブレードサーバに対するインターフェ
イス接続も提供します。IOMモジュールは、ブレードサーバからのデータを多重化して
FIに提供し、逆方向でも同じ処理を行います。実稼働環境では、冗長性とフェールオー
バーを実現するため、IOMモジュールは常に 2つ 1組で使用されます。

40Gバックプレーン設定は、22xx IOMには適用されません。重要

• Cisco UCSブレードサーバシャーシ：Cisco UCS 5100 Seriesブレードサーバシャーシは、
Cisco UCSのきわめて重要な構成要素です。現在および将来のデータセンターのニーズに
対応する、スケーラブルで柔軟なアーキテクチャを提供すると同時に、総所有コストの削

減にも貢献します。

• CiscoUCSブレードおよびラックサーバ：CiscoUCSブレードサーバはUCSソリューショ
ンの中核です。CPU、メモリ、ハードディスク容量の面で、さまざまなシステムリソース
設定で提供されます。Cisco UCSラックマウントサーバは、個別に設置および制御が可能
なスタンドアロンサーバです。ラックマウントサーバ用に、ファブリックエクステンダ

（FEX）が提供されています。FEXを使用すると、ラックマウントサーバをFIに接続し、
FIから管理することができます。ラックマウントサーバは、ファブリックインターコネ
クトに直接接続することもできます。

中小企業（SMB）では、ビジネスニーズに基づいてさまざまな種類のブレード構成を選
択できます。
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• Cisco UCS I/Oアダプタ：Cisco UCS B Seriesブレードサーバは、最大 2つのネットワーク
アダプタをサポートするように設計されています。この設計により、サーバ、シャーシ、

およびラックレベルで、LANと SANの両方に対して複数の並行インフラストラクチャを
用意する必要がなくなるため、アダプタ、ケーブル、アクセスレイヤスイッチの数を半

分程度にまで減らすことができます。

Cisco UCSファブリックインフラストラクチャポートフォリオ

Cisco UCSファブリックインターコネクトは top-of-rack（ToR;トップオブラック）型デバイス
であり、Cisco UCSドメインへの統合されたアクセスを提供します。Cisco UCSファブリック
インターコネクトハードウェアは、現在第 4世代です。CiscoUCSファブリックインターコネ
クト製品ファミリでは、次のファブリックインターコネクトが利用できます。

• Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectについて

• Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクト

• Cisco UCS 6200シリーズ Fabric Interconnect

• Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクト

CiscoUCS6100SeriesファブリックインターコネクトおよびCiscoUCS2104 I/Oモジュールは、
サポートを終了しました。

（注）

拡張モジュール

Cisco UCS 6200シリーズでは、10G、FCoE、ファイバチャネルのポートを増やすために使用
できる拡張モジュールをサポートしています。

• Cisco UCS 6248 UPには、基本システムに 32個のポートがあります。追加の 16個のポー
トを提供する 1つの拡張モジュールによりアップグレードすることができます。

• Cisco UCS 6296 UPには、基本システムに 48個のポートがあります。追加の 48個のポー
トを提供する 3つの拡張モジュールによりアップグレードすることができます。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの概要

CiscoUCS 6454 Fabric Interconnectは、UCSシステムにネットワークの接続性と管理機能を提供
します。ファブリックインターコネクトは、システム内のサーバ、ファブリックインターコ

ネクトに接続し、LAN/SANに接続するサーバに、イーサネットおよびファイバチャネルを提
供します。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectのそれぞれが Cisco UCS Managerを実行し、すべての Cisco
UCS要素を完全に管理します。ファブリックインターコネクトは、40/100ギガビットアップ
リンクポートを使用してファブリック内の 10/25ギガビットポートをサポートします。Cisco
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UCS 6454 Fabric Interconnectが各デバイスの L1ポートまたは L2ポートを介して別のCisco UCS
6454 Fabric Interconnectに接続されていると、高可用性を実現できます。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect (FI)は 1 RU top-of-rackスイッチであり、Cisco Rシリーズ
ラックなどの標準的な 19インチラックにマウントできます。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectには、48個の 10/25 GB SFP28ポート (16個のユニファイド
ポート)と、6個の 40/100 GB QSFP28ポートが搭載されています。各 40/100 Gbポートは、4 x
10/25 Gbアップリンクポートにブレイクアウトをできます。16個のユニファイドポートは、
10/25 GbEまたは 4/8/16/32Gのファイバチャネル速度をサポートします。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、Cisco UCS Manager 4.0(1) and 4.0(2)で 8個のユニファイ
ドポート (ポート 1～ 8)をサポートしていますが、その後 16個のユニファイドポート (ポー
ト 1～ 16)をサポートします。

（注）

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、次の機能をサポートします。

•最大 8個の FCoEポートチャネル

•または 4 SANポートチャネル

•または最大 8個の SANポートチャネルと FCoEポートチャネル (それぞれ 4個)

この Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、1個のネットワーク管理ポート、初期構成の設定用
に 1個のコンソールポート、および構成の保存およびロード用に 1個の USBポートを備えて
います。また FIは、高可用性を保証する 2個のファブリックインターコネクトを接続するた
めの L1/L2ポートを含みます。

CiscoUCS 6454 Fabric Interconnectにはまた、次から構成されているCPUボードも含まれていま
す。

• Intel Xeon D-1528 v4プロセッサ、1.6 GHz

• 64 GBの RAM

• 8 MBの NVRAM (4 x NVRAM chips)

• 128 GB SSD (ブートフラッシュ)

図 3 : Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの背面図
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ポート17～44（10/25Gbpsイーサネッ
トまたは FCoE）

リリース 4.0(4)以前の Cisco
UCSManagerを使用している
場合、ポート 9～ 44は 10/25
Gbpsイーサネットまたは
FCoEです。

（注）

2ポート 1～ 16 (ユニファイドポー
ト 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoEまたは 8/16/32 Gbpsファイバ
チャネル)

リリース 4.0(4)以前の
CiscoUCSManagerを使用
している場合、1 ~ 8ポー
トのみが Unified Portsで
す。

（注）

1

アップリンクポート 49～ 54（40/100
Gbpsイーサネットまたは FCoE）

適切なブレークアウトケーブルを使用

すると、4 x 10/25 Gbpsのイーサネッ
トポートまたは FCoEアップリンク
ポートが存在これらのポートの各こと

ができます。

4ポート 45～ 48（1/10/25 Gbpsイー
サネットまたは FCoE）

3

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectのシャーシは、2つの電源モジュールと 4つのファンを備え
ています。2個のファンにより前面から背面に空気を流します。

図 4 : Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの前面図

ファン 1～ 4（シャーシ前面に向かって
左から右）

2電源および電源コードコネクタ1

L1ポート、L2ポート、RJ45、コンソー
ル、USBポート、および LED

3

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトのポート

ファブリックインターコネクトのポートは、イーサネットまたはファイバチャネルトラフィッ

クを伝送するように設定できます。ポート 1 -16のみ構成してファイバチャネルトラフィック
を伝送できます。ポートを設定するまでは、Cisco UCSドメインでそれらのポートを使用でき
ません。
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ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的に有効に設定されま

す。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが中断される

ことがあります。ポートは、設定後に無効または有効にすることができます。

（注）

次の表に、Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの概要を示します。

Cisco UCS 6454 FI

54ポートファブリックインターコネクト説明

1 RUフォームファクタ

10/25Gインターフェイス X 4810 GB固定インターフェイスの数

16

この FIは、Cisco UCSManager 4.0(1) and 4.0(2)
で 8個のユニファイドポート (ポート 1～ 8)
をサポートしていますが、その後16個のユニ
ファイドポート (ポート 1～ 16)をサポートし
ます。

ユニファイドポートの数

ポート 1～ 16ユニファイドポート範囲

10/25 Gbpsまたは 8/16/32 Gbps FCユニファイドポートの速度

6 40/100ギガビットポート40 Gbpsポート数

UCS 2204、UCS 2208、UCS 2408IOMとの互換性

Cisco Nexus 2232PP

Cisco Nexus 2232TM-E
FEXとの互換性

なし拡張スロット

4ファンモジュール

2 (AC/DC/HVDC対応)電源モジュール

ポートの速度とタイプ

ファブリックインターコネクトのポートは機能に応じて番号付けされ、グループ化されます。

ポートの番号付けは、上から下、左から右という順序になっています。次の図はポート番号を

示し、ポート速度と設定可能なポートのタイプを定義します。ポートモードの構成方法に関す

る詳細は、「6454ファブリックインターコネクトのポートモードの構成」（『CiscoUCSネッ
トワーク管理ガイド、リリース 4.04.0』）を参照してください。
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図 5 : Cisco UCS 6454 FI、ポート番号の背面図

ポート 17 ~ 44。

各ポートは 10G/25Gイーサネットと
して動作します。

10G/25Gモードのポートタイプ:

• FCoEアップリンクポート

• Server port

•アプライアンスポート (FIはイー
サネットエンドホストモードで

ある必要があります)

•モニタポート

リリース4.0(4)以前のCisco
UCS Managerを使用してい
る場合、ポート 9～ 44は
10/25 Gbpsイーサネットま
たは FCoEです。（以前の
リリースでは、ポート 1 ~
8のみがユニファイドポー
トでした）。

（注）

2ポート 1～ 16。

ユニファイドポートは、10/25
Gbpsのイーサネットまたは
FCoE。あるいは 8/16/32Gbpsファ
イバチャネルとして動作できま

す。

8G/16G/32GFCモードのポートタ
イプ: FCアップリンクポート

10G/25Gモードのポートタイプ:

• FCoEアップリンクポート

• Server port

•アプライアンスポート (FIは
イーサネットエンドホスト

モードである必要があります)

•モニタポート

リリース 4.0(4)以前の
Cisco UCS Managerを使
用している場合、1 ~ 8
ポートのみが Unified
Portsです。

（注）

1
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アップリンクポート 49: 54。

各ポートは、40G/100Gイーサネット
または FCoEとして動作できます。
ブレークアウトケーブルを使用する

と、これらのポートの各は 4 x 10 G
または 4 x 25 Gのイーサネットまた
は FCoEポートとして動作します。

ポートタイプ：

•アップリンクポート

• FCoEアップリンクポート

•モニタポート

4ポート 45 ~ 48。

各ポートは 1G/10G/25Gイーサ
ネットとして動作します。

3

ポート設定

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectの前面ポートは、次のポートタイプとして設定できます。

ポートタイプPort Speed前面ポート番

号

•アップリンクポート

• FCOEアップリンクポート

• Server port

•アプライアンスポート

•モニタポート

イーサネット10 25 G1-16

• FCアップリンクポートネイティブ FC8G/16G/32G

•アップリンクポート

• FCOEアップリンクポート

• Server port

•アプライアンスポート

•モニタポート

10 25 G17-44
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14

概要

ポート設定



ポートタイプPort Speed前面ポート番

号

•アップリンクポート

• FCOEアップリンクポート

• Server port

•アプライアンスポート

•モニタポート

1G/10G/25G45-48

•アップリンクポート

• FCOEアップリンクポート

40 100 Gまたは
4x10G/25Gサポート
されているブレーク

アウトケーブルを使

用して

49 54

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトのポートのブレークアウト機能

ブレークアウトポートについて

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトは、サポートされたブレークアウトケーブル
を使用して、1つの QSFPポートを 4つの 10/25Gポートに分割できます。これらのポートを
アップリンクポートの 10/25 Gスイッチに接続するとしてのみ使用できます。UCS 6454ファ
ブリックインターコネクトで、by default(デフォルトで、デフォルトでは) 6ポートが 40/100 G
モードにします。これらは、ポート 49に 54です。これらの 40/100Gポートには、2タプルの
命名規則で番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40Gポートには 1/50という番号が割
り当てられます。40Gから 10Gに、100Gから 25Gに設定を変更するプロセスは、ブレークア
ウトと呼ばれ、[4X]10Gから 40Gの設定に、または [4X]10Gから 40Gの設定に変更するは、設
定解除と呼ばれます。

40Gポートを 10Gポートに、または 100Gポートを 25Gポートにブレークアウトすると、結果
で得られるポートは 3タプルの命名規則を使用して番号が割り当てられます。たとえば、2番
目の 40ギガビットイーサネットポートのブレークアウトポートには 1/50/1、1/50/2、1/50/3、
1/50/4という番号が割り当てられます。

次の図は、Cisco UCS 6454シリーズファブリックインターコネクトの背面図を表しており、
これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。

図 6 : Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの背面図
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ポート17～44（10/25Gbpsイーサネッ
トまたは FCoE）

2ポート 1～ 16 (ユニファイドポー
ト 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoEまたは 8/16/32 Gbpsファイバ
チャネル)

1

アップリンクポート 49～ 54（40/100
Gbpsイーサネットまたは FCoE）

4ポート 45～ 48（1/10/25 Gbpsイー
サネットまたは FCoE）

3

ブレイクアウトポートのガイドライン

次に、Cisco UCS 6454のファブリックインターコネクトのブレイクアウト機能のガイドライ
ンを示します。

•ブレイクアウト設定可能なポートは 49 54です。

•各ブレークアウトポートの速度を設定することはできません。各ブレークアウトポートが
autoモードでです。

•サポートされているファブリックインターコネクトのポート (1/49に 1/54)のいずれかの
ブレークアウトモードを設定した後、ファブリックインターコネクトがリブートします。

•ブレイクアウトポートは、Cisco UCSManagerリリース 4.0(2)で、トラフィックモニタリ
ングの宛先としてサポートされていません。

• 49 54のポートは、アップリンクポートとしてのみ設定できます。として、次のいずれか
に構成することはできません。

•サーバポート

• FCoEストレージポート

•アプライアンスポート

ソフトウェア機能設定

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)で次の機能のサポートが導入されてCisco UCS 6454 Fabric
Interconnects。これらの機能はでサポートされていませんでしたCiscoUCS6454Fabric Interconnect
で s Cisco UCS Manager 4.0(1)のリリースです。

•スイッチングモード:CiscoUCSManager Release 4.0(1)で、CiscoUCS 6454 Fabric Interconnect
はイーサネットまたは FCスイッチングモードをサポートしませんでした。Cisco UCS
Managerリリース 4.0(2)および以降のリリースは、イーサネットと fcエイリアススイッチ
ングモードをサポートCisco UCS 6454 Fabric Interconnectsサポートします。

• MACセキュリティ—CiscoUCSManagerリリース 4.0(1)で、CiscoUCS6454Fabric Interconnect
はMACセキュリティをサポートしませんでした。Cisco UCSManagerリリース 4.0(2)と以
降のリリースでMACセキュリティをサポートしてCisco UCS 6454 Fabric Interconnects。

•ブレイクアウトアップリンクポート:Cisco UCSManagerリリース 4.0(2)と以降のリリース
は、4つの 10/25 Gポートがサポートされているブレークアウトケーブルを使用して 1つ
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の 40/100GQSFPポートに分割をサポートします。これらのポートは、イーサネットアッ
プリンクまたは FCoEアップリンクポートの 10/25 Gスイッチに接続するとしてのみ使用
できます。これらは、サーバポート、FCoEストレージポート、アプライアンスポート
またはモニタリングポートとして設定できません。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、Cisco UCS Manager以前のリリースの UCS 6200および
6300シリーズファブリックインターコネクトでサポートされていた次のソフトウェア機能を
サポートしません。

•非ポートチャネルモードでのシャーシ検出ポリシー:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは
ポートチャネルモードのみをサポートします。

•非ポートチャネルモードでシャーシの接続ポリシー:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは
ポートチャネルモードのみをサポートします。

•マルチキャストハードウェアハッシュ:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectはマルチキャス
トハードウェアハッシュをサポートしていません。

•ダイナミック vNICSによるサービスプロファイル:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectはダ
イナミック vNIC接続ポリシーをサポートしていません。

•マルチキャスト最適化:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは QoS用のマルチキャスト最適
化をサポートしていません。

• NetFlow—Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは Netflowに関連する構成をサポートしてい
ません。

•ポートプロファイルと DVS関連の設定:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、ポートプロ
ファイルおよび分散型仮想スイッチ（DVS）に関連する設定をサポートしません。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectの次のソフトウェア機能の構成が変更されました。

•ユニファイドポート:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、最大 8つのユニファイドポー
トをサポートします。これらは FCとして設定できます。これらのポートはモジュールの
先頭にあります。UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトでは、すべてのポー
トがユニファイドポートです。イーサーネットポートは互いに連続している必要があり、

その後に連続的な FCポートが続く必要があります。UCS 6200シリーズファブリックイ
ンターコネクトの FCポートでは、モジュールの最後の方に表示されます。

• VLANの最適化:でCisco UCS 6454 Fabric Interconnectでは、ポート VLAN (VP)カウントが
16000を超えると、PVのグループ化を利用して VLANポートカウント数の最適化が実行
されます。次の表は、Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect、Cisco UCS 6300シリーズファブ
リックインターコネクト、および Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネク
トで有効および無効にされた VLANポート数の最適化による PVカウントを示していま
す。
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6454 FI6300シリーズ FI6200シリーズ FI

160001600032000VLANポートカウン
トを使用した PVカ
ウントの最適化の無

効化

640006400064000VLANポートカウン
トの最適化が有効に

された PVカウント

イーサネットスイッチングモードとは、Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect（FI;:

• Fabric Interconnect（FI;をサポートしませんVLANポートの数の最適化有効

• Fabric Interconnect（FI; 16000 PVsと同様にVLANポート数最適化 Disabledに設定する
と、EHMモードをサポートしています

• VLANの制限事項：Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、システムで利用するために 128
個の VLANを予約します。

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクト

ファブリックインターコネクトの機能

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトは、Cisco UCSシステムにネットワー
クの接続性と管理機能の両方を提供します。ファブリックインターコネクトは、システム内の

サーバ、ファブリックインターコネクトに接続するサーバ、およびLAN/SANに接続するファ
ブリックインターコネクトに、イーサネットおよびファイバチャネルを提供します。

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのそれぞれがCisco UCSManagerを実
行し、すべてのCiscoUCS要素を完全に管理します。ファブリックインターコネクトは、完全
なエンドツーエンドの 40ギガビット容量をファブリック内でサポートし、16ギガビットファ
イバチャネルの容量を有効にします。Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネク
トを、各デバイスの L1または L2ポート経由で別の Cisco UCS 6300シリーズファブリックイ
ンターコネクトに接続すると、高可用性を実現できます。

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトは、次のハードウェアを含む次世代
UCS製品と連携します。

• Cisco UCS 6332ファブリックインターコネクト。イーサネットまたは Fibre Channel over
Ethernet（FCoE）シャーシ（32個の 40ギガビット QSFP+ポートを搭載）

• CiscoUCS6332-16UPファブリックインターコネクト。イーサネット、FCoE、およびファ
イバチャネルシャーシ（16個の 1ギガビットまたは 10ギガビット SFP+ポートまたは 16
個の 4ギガビット、8ギガビット、または 16ギガビットファイバチャネルポート、24個
の 40ギガビット QSFP+ポートを搭載）

• Cisco 2304 IOMまたは Cisco 2304V2、I/Oモジュール (8つの 40ギガビットバックプレー
ンポートおよび 4つの 40ギガビットアップリンクポートを搭載)
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•複数の VIC

Cisco UCS 6332ファブリックインターコネクト

Cisco UCS 6332ファブリックインターコネクトは、1 RUの Top-of-Rack型スイッチであり、
32個の 40ギガビットQSFP+ポート、1つの 100/1000ネットワーク管理ポート、初期構成の設
定用に 1つのRS-232コンソールポート、および構成の保存およびロード用に 2つのUSBポー
トを備えています。スイッチはまた、2つのファブリックインターコネクトを接続するための
L1ポートおよびL2ポートを備え、高可用性を提供します。スイッチは、CiscoRシリーズラッ
クなどの標準的な 19インチラックにマウントできます。

冷却ファンは前面から背面に空気を流します。つまり、吸気口がファン側にあり、排気口が

ポート側にあります。

図 7 : Cisco UCS 6332ファブリックインターコネクトの背面図

ポート 1～ 12およびポート 15～ 26
は 40 Gbps QSFP+ポートまたは 4個の
10Gbps SFP+ブレークアウトポートと
して動作します。

ポート 1～ 4は、1 Gbps/10 Gbpsの動
作を可能にする Quad to SFPまたは
SFP+（QSA）アダプタをサポートしま
す。

ポート 13および 14は、40 Gbpsの
QSFP+ポートとして動作します。4個
の 10 Gbps SFP+ブレークアウトポー
トとして動作させることはできませ

ん。

2ポートレーンのスイッチボタン、

ポートレーンの LED、および L1
および L2ポートです。

1

ポート 27～ 32は 40 Gbps QSFP+
ポートとして動作します。

3

図 8 : Cisco UCS 6332ファブリックインターコネクトの前面図
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ファン 1～ 4（シャーシ前面に向かって
左から右）

2電源および電源コードコネクタ1

管理、コンソール、USBポート、およ
び LED。

3

Cisco UCS 6332-16UPファブリックインターコネクト

Cisco UCS 6332-16UPファブリックインターコネクトは、1 RUの Top-of-Rack型スイッチであ
り、24個の 40ギガビット QSFP+ポート、16個の 10ギガビット SFPポート、1つの 100/1000
ネットワーク管理ポート、初期セットアップ用に 1個の RS-232コンソールポート、および設
定の保存およびロード用に 2個のUSBポートを備えています。スイッチはまた、2つのファブ
リックインターコネクトを接続するための L1ポートおよび L2ポートを備え、高可用性を提
供します。スイッチは、Cisco Rシリーズラックなどの標準的な 19インチラックにマウント
できます。

冷却ファンは前面から背面に空気を流します。つまり、吸気口がファン側にあり、排気口が

ポート側にあります。

図 9 : Cisco UCS 3223-16UPファブリックインターコネクトの背面図

ポート 1～ 16はユニファイドポート
（UP）であり、1 Gbpsまたは 10 Gbps
SFP+固定イーサネットポートまたは 4
ギガビット、8ギガビット、または 16
ギガビットファイバチャネルポートの

いずれかとして動作します。

2ポートレーンのスイッチボタン、ポー

トレーンの LED、および L1および L2
ポートです。

1

ポート 35～ 40は 40 Gbps QSFP+ポー
トとして動作します。

4ポート 17～ 34は 40 Gbps QSFP+ポー
ト、4個の 10ギガビット SFP+ブレー
クアウトポート用のブレークアウト

モード、または QSA for 10Gとして動
作します。

3
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図 10 : Cisco UCS 6332-16UPファブリックインターコネクトの前面図

ファン 1～ 4（シャーシ前面に向かって
左から右）

2電源および電源コードコネクタ1

管理、コンソール、USBポート、およ
び LED。

3

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのポート

CiscoUCS6300シリーズファブリックインターコネクトのポートは、イーサネットまたはファ
イバチャネルのトラフィックのいずれかを伝送するよう設定できます。これらのポートは予約

されていません。ポートを設定するまで、Cisco UCSドメインでそれらのポートを使用するこ
とはできません。

ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的にイネーブルに設定

されます。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが中断

されることがあります。ポートは設定後にディセーブルにできます。

（注）

次の表に、Cisco UCSファブリックインターコネクトの第 2世代および第 3世代のポートをま
とめています。

第 3世代第 2世代Cisco UCS Mini

Cisco UCS
6332-16UP

Cisco UCS
6332

Cisco UCS
6296 UP

Cisco UCS
6248 UP

Cisco UCS 6324項目

40ポートファ
ブリックイン

ターコネクト

32ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

96ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

48ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

ユニファイドポー

トを4つと拡張ポー
トを1つ備えたファ
ブリックインター

コネクト

説明

1 RU1 RU2 RU1 RU1 RUフォーム

ファクタ

6（ポート 35～
40）

6（ポート17
～ 32）

———40 GB固定
インター

フェイスの

数
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第 3世代第 2世代Cisco UCS Mini

ブレークアウト

ケーブルを使用

するポート 17
～ 34

ブレークア

ウトケーブ

ルを使用す

るポート 5
～ 26

すべてすべてすべて1GB/10GBイ
ンターフェ

イスの数

（取り付け

られている

SFPモ
ジュールの

数による）

ポート 1～ 16なしすべてすべて4ユニファイ

ドポート（8
Gbps、FC、
FCoE）

すべてすべてすべてすべてすべてすべての

IOMと互換
性あり

なしなし3（16ポー
ト）

1（16ポー
ト）

なし拡張スロッ

ト

44524ファンモ

ジュール

2（AC/DC対
応）

2（AC/DC対
応）

2（AC/DC対
応）

2（AC/DC対
応）

—電源モ

ジュール

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトではポートのブレークアウト機能を
サポートしています。40Gポートを 4つの 10Gポートに変換する方法については、Cisco UCS
6300シリーズファブリックインターコネクトのポートのブレークアウト機能（24ページ）
を参照してください。

（注）

ポートモード

ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファ

イバチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ポートモードは Cisco UCS
Managerで設定します。ただし、ファブリックインターコネクトは自動的にポートモードを
検出しません。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられ

ます。VLANやVSANなど、そのポート設定に関連付けられているオブジェクトもすべて削除
されます。ユニファイドポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。
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ポートタイプ

ポートタイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

デフォルトでは、イーサネットポートモードに変更されたユニファイドポートはイーサネッ

トアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更され

た統合ポートは、ファイバチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバ

チャネルポートを設定解除することはできません。

ポートタイプ変更時のリブートは不要です。

イーサネットポートモード

イーサネットにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ

• FCoEポート

•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してか
ら、そのポートを SPAN送信元として設定します。

（注）

ファイバチャネルポートモード

ファイバチャネルにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート

• FCoEアップリンクポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してか
ら、そのポートを SPAN送信元として設定します。

（注）
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Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのポートのブレークアウト機能

ブレークアウトポートについて

Cisco UCSファブリックインターコネクトの 6300シリーズでは、1つのQSFPポートを 4つの
10Gポートに分割できます。このとき、サポートされているブレークアウトケーブルを使用し
ます。デフォルトでは、40Gモードでは32個のポートがあります。これらの40Gポートには、
2タプルの命名規則で番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40Gポートには 1/2とい
う番号が割り当てられます。40Gから10Gに設定を変更するプロセスはブレークアウトと呼ば
れ、（4つの）10Gから 40Gに設定を変更するプロセスは設定解除と呼ばれます。

40Gポートを 10Gポートにブレークアウトする場合、得られたポートには 3タプルの命名規則
を使用して番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40ギガビットイーサネットポート
のブレークアウトポートには 1/2/1、1/2/2、1/2/3、1/2/4という番号が割り当てられます。

次の図は、Cisco UCS 6332シリーズファブリックインターコネクトの正面図を表しており、
これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。

図 11 : Cisco UCS 6332シリーズファブリックインターコネクトの正面図

L1および L2ハイアベイラビリティポート1

40G QSFPポート X 28（10G SFPポート X 98）

（注） • QSAモジュールはポート 13～ 14で必要。

• 10Gのサポートには QSFPから 4XSFPへのブレークアウトケーブ
ルが必要。

2

40G QSFPポート X 63

次の図は、Cisco UCS 6332-16UPシリーズファブリックインターコネクトの正面図を表してお
り、これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。
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図 12 : Cisco UCS 6332-16UPシリーズファブリックインターコネクトの正面図

L1および L2ハイアベイラビリティポート1

1/10G SFPポート X 16（4/8/16G FCポート X 16）2

40G QSFPポート X 18（10G SFP+ポート X 72）

（注） • 10Gのサポートには QSFPから 4XSFPへのブレークアウトケーブ
ルが必要。

3

40G QSFPポート X 64

次の図は、CiscoUCS6300シリーズファブリックインターコネクトの背面図を表しています。

図 13 : Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトの背面図

電源モジュール1

ファン X 42

電源モジュール3

シリアルポート4

ブレークアウトポートの制約事項

次の表に、Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのブレークアウト機能の
制約事項をまとめています。
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ブレークアウト機能をサポートしてい

ないポート

ブレークアウト設定が可

能なポート

Cisco UCS 6300シリーズ
ファブリックインターコ

ネクト

13～ 14、27～ 32

（注） •ポート 27～ 32では自動
ネゴシエートの動作はサ

ポートされていません。

1～ 12、15～ 26Cisco UCS 6332

1～ 16、35～ 40

（注） •ポート 35～ 40では自動
ネゴシエートの動作はサ

ポートされていません。

17～ 34Cisco UCS 6332-16UP

QoSジャンボフレームを使用する場合、最大で4つのブレークアウトポートが許可されます。重要

Cisco UCS Managerの概要
Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクト上の組み込みソフトウェアで、Cisco
UCSシステムのすべてのコンポーネントを完全に設定および管理する機能が備わっています。
この設定情報は2台のファブリックインターコネクト間で複製され、この重要な機能の高可用
性ソリューションを提供します。単純な作業を行うためにCisco UCS Managerにアクセスする
最も一般的な方法は、Webブラウザを使用することです。コマンドラインインターフェイス
（CLI）とXMLAPIが、コマンドラインまたはプログラムによる操作のために用意されていま
す。

Cisco UCS Managerの GUIでは、ロールベースアクセスコントロール（RBAC）が提供され、
システムオブジェクトに対する管理権限を複数のユーザレベルに許可することができます。

作成できる任意の組織構造に対応するロケールに基づいて、ユーザのアクセスをシステムの特

定の部分に制限できます。ユーザを各自のアクセスレベルや専門領域に基づいて、ストレージ

管理者、サーバ機器の管理者、または読み取り専用のように分類することもできます。

Cisco UCSManagerすべてのソフトウェアコンポーネントとハードウェアコンポーネントの統
一された組み込み管理を可能にします。Cisco UCS Managerのすべてのインスタンスとそれに
よって管理されるすべてのコンポーネントがドメインを形成します。複数のCiscoUCSドメイ
ンを導入している組織では、Cisco UCS Centralソフトウェアが、何千台ものサーバからなる世
界中に分散された複数のCiscoUCSドメインを管理可能な集中型ユーザインターフェイスを提
供します。Cisco UCS Centralは、Cisco UCS Managerと統合し、それを利用してプール、ポリ
シー、およびファームウェアのグローバル設定機能を提供します。
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設定オプション
次の方法で Cisco UCSドメインを設定できます。

•スタンドアロン設定で単一のファブリックインターコネクトとして

•クラスタ設定でファブリックインターコネクトの冗長性のあるペアとして

クラスタ設定では、ハイアベイラビリティが提供されます。一方のファブリックインターコ

ネクトが使用不可能になっても、もう一方が代わりを務めます。クラスタ設定をサポートに

は、1つの管理ポート（Mgmt0）接続のみが必要です。ただし、リンクレベルの冗長性を提供
するには、両方のMgmt0ポートが接続されている必要があります。クラスタの設定では、マ
スターおよびスレーブスロットはプライマリおよび下位として識別されます。

さらに、クラスタ構成では、冗長仮想インターフェイス（VIF）接続のフェールオーバーリカ
バリ時間が大幅に向上します。アダプタに、あるファブリックインターコネクトへのアクティ

ブな VIF接続と別の（第 2の）ファブリックインターコネクトへのスタンバイ VIF接続が存
在する場合、アクティブな VIFの学習済みMACアドレスは複製されますが、第 2のファブ
リックインターコネクトにはインストールされません。アクティブな VIFに障害が発生した
場合、第 2のファブリックインターコネクトは複製されたMACアドレスをインストールし、
それをGratuitous ARPメッセージを介してネットワークにブロードキャストして、切り替え時
間を短縮します。

クラスタ構成では、管理プレーンに対してのみ冗長性が提供されます。データの冗長性はユー

ザの設定に依存するので、データの冗長性をサポートするにはサードパーティ製のツールが必

要なこともあります。

（注）
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